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小規模校における児童のコミュニケーション能力の育成

―ICTの効果的な活用を通して―

花田 浩幸情報教育部情報教育班 長期派遣研修員（宮若市立若宮南小学校 教諭）

１ 研究主題についての説明

(1)主題の意味

コミュニケーション能力とは，相手の考えや立場を尊重しながら，自分の考えを伝えたり相手の考え

を受け入れたりして相互理解する力である。村松は，｢よく知らない者を相手に共通の理解を築いてい

く目的性をもった話し合う力｣を対話能力と定義し，｢現代社会において対話能力を教育がどこまで育て

るかが早急の課題である｣ としている。1)

小規模校における児童のコミュニケーション能力の育成とは，少ない人数における集団の特性を生か

した学習活動を工夫し，多様な価値観をもった児童との交流活動の場を多くもつことにより，対話能力

を身に付けさせ見知らぬ相手と相互理解できるようにすることである。

(2)副題の意味

ICTの効果的な活用とは，小規模校における対話能力を育成するために，離れた学校と学校を結ぶ交

流活動の際に，活動の目的や場面などに応じてテレビ会議，電子メール，電子掲示板といったコミュニ

ケーションツールの選択，組み合わせを工夫して用いることである。こうしたコミュニケーションツー

ルを使った遠隔交流をとり入れることで，これまで他校に行って直接対面するだけでは不十分だった交

流活動を継続的な活動にすることができ，対話能力を育成する上で期待できるものである。

(3)主題設定の理由

研究対象校は，全校児童６名が在籍する極小規模校である。基礎学力を育成するため，小規模校の特

徴を生かし，個人カルテをもとに個に応じた支援をしながら授業における工夫改善を行ってきた。また

現在第５学年Ａ児が一人で入学してきた年度から，年に数回，他校との交流活動を行ってきた。Ａ児が

入学する中学校には五つの小学校から多様な価値観をもった児童が集まり授業を進められることから，

対話能力を育成することが急務であると考える。

Ａ児は，表１に示すように国語科の話す力･聞く力とも能力は高いことが分かる。しかし，小規模校

では，日常的に多人数の集団の中で対話する機会が少な

， 。く 初対面の相手と相互理解することを苦手としている

この傾向は他の児童にも見られ，研究対象校のような小

規模校において対話能力を育成するには，多様な考えや

価値観をもった他校の児童と交流活動の場を多くもてる

環境をつくることが必要である。よって本研究は，小規

模校における児童のコミュニケーション能力育成の方法

を，Ａ児を対象とした事例研究で明らかにすることによ

り，その一方策として一般化する。

２ 研究の目標

多様な考えや価値観をもった相手と相互理解するコミュニケーション能力を育成するために，遠隔交

流においてICTの選択，組み合わせを工夫した活用の方法を明らかにする。

３ 研究の見通し

小規模校の児童にコミュニケーション能力を身に付けさせるために，Ａ児についての事例研究を通し

て，他校との交流活動におけるICTの効果的な活用の方法を研究する。

表１ Ａ児の話す力･聞く力
評価評価項目

目的意識をもって話す。 ３
話
話の組み立てを工夫しながら話す。 ４

す
事例や考えをはっきりさせて話す。 ３

力
相手や場･内容にあった話し方ができる ４。

聞 目的意識をもって聞く。 ３

く 話し手の考えや気持ちが分かる。 ４

力 細かい点に気をつけて聞く。 ４

４よくできる ３できる ２あまりできない １できない
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４ 研究の内容

(1)文献・資料による研究

ア 対話能力の段階的指導

対話能力には表２のように

三つの要素がある。この中で

特に技能的要素である｢応じ

る力｣は，相手のことばを受

けて疑問に思ったことを訊ね

たり補足したり，時には反論

したりして返す力であり，こ

れによりことばのやり取りを重ね，お互いに影響されながら気持ちや考えを共有し視野を広げることが

できる。このことから，応じる力は見知らぬ相手と相互理解するために必要な技能的要素であり，対話

能力の要と考える。

技能的要素には，児童の発達を踏ま

えて表３のように各段階の目標を設定

する。指導にあたっては，応じる力を

細分化して評価項目(表６･表７･表８)

を設定し，具体的な対話モデルとして

示すことが大切である。

イ ICTの特性を生かした遠隔交流

対話能力を育成するために遠隔交流においては，各段階の目標に応じた指導ができるように，表４の

ようなICTのメリット･デメリットを考慮して選択したり組み合わせたりしながら活用する。

積極的にことばのやり取りをする第１段階では，直接対面したときと同じように一対一で相手の様子

を見ることができる環境が必要である。よって離れた学校間においてICTを使い，この環境を実現する

には，相手の表情やしぐさを見ながらその場ですぐに反応を返すことができるテレビ会議を選択し，活

用することが有効である。

聞き合い人間関係をつくる第２段階では，二人が共通の話題で対話する必要がある。よって限られた指

， ，導時間の中で話の中心を絞らせるため 相手と自分の時間を合わせる必要のない電子メールを活用して

事前に交流相手と文字による情報交換をし対話の準備をする。そして相手のことで分からないところを聞

き合う活動を行うためにテレビ会議を使い組み合わせて活用することが有効である。

論じ合う力を付ける第３段階では，交流相手を替え新しい集団の中で対話させる。ここでは多人数の相

手と効率的に情報を共有する必要がある。そのため，多人数が参加してやり取りができ，自分の意見をま

とめる時間がとれる電子掲示板を活用する。そして相手の気持ちを配慮して論じ合う場面では，相手の

表情を見ながらやり取りできるテレビ会議を組み合わせて活用する。このとき，テレビ会議では，論じ

合いの基本的技能を育成するグループ討議と見方･考え方を深める一斉指導での活用の仕方を使い分け

ることが有効である。

表４ 本研究に関係するICTの特性

メリット デメリットICT

テレビ会議 ･相手の表情やしぐさを見ながら話ができる。 ･時間に拘束される。

･その場ですぐに反応を返すことができる。

電子メール ･個人宛に発信できるので親近感がわく。 ･いつ返事がくるか分からない。

･時間に制約されず返事を出すことができる。 ･交流に時間的なずれが出る。

･画像やファイルを添付して送ることができる。

。電子掲示板 ･多人数が参加してやり取りをできる。 ･交流に慣れないうちは参加しづらい

･時間に制約されず意見を整理することができる ･交流に時間的なずれが出る。。

･画像やファイルを添付して送ることができる。

表２ 対話能力の構成要素

構成要素 能 力

情意的要素 ･協働的態度(他人の意見に謙虚に耳を傾ける態度，相手ときちん

と向き合う態度，人とかかわろうとする姿勢等)

技能的要素 ･聞く力(根拠を吟味して聞く,話の流れを考えて聞く等の力)

･応じる力(相手のことばを受けて返す力)

･話す力( )相手が理解しやすいように話す，話す分量を調節する力

･はこぶ力(話の先を予想する,話の筋を意識して話し合う等の力)

認知的要素 ･思考力(関係づける力,推理する力,原因や理由を求める力)

･コミュニケーションリテラシー(ことばの働きを理解する力)

表３ 各段階の目標

段 階 目 標

第１段階 お互い相手のことばにきちんと反応することで，積極

的にことばのやり取りをすることができる。

第２段階 相手と経験や気持ち，考え方を共有し人間関係をつく

るために，分からないところを聞き合うことができる。

第３段階 ものの見方･考え方を深めるために，相手の気持ちを配

。慮して反論したり批判したりして論じ合うことができる
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(2)実証授業の計画

表５は，ICTを活用した遠隔交流と直接交流を組み合わせて構成した交流活動の指導計画である。

○研究対象校 第２学年２名，第３学年２名，第４学年１名，第５学年１名(Ａ児)

○交流相手校 第４学年11名及び第５学年12名

表５ 交流活動の指導計画

月 指導の段階 活動内容 （ は，遠隔交流で使うICT）交流活動の方法 太字

７ 第１段階 郵 送 自己紹介カードを交換し，新しい友だちと交流することを知る。

９ (第４学年 遠隔交流１ で顔合わせをして互いに自己紹介を行い，対話について課題をもつ。テレビ会議

と交流) 直接交流１ モデルをもとに応じる方法が様々あることを知り，対話の基本的技能の練習をする。

遠隔交流２ での対話を通して，相手の話に質問し(応じ)ながら他校の友だちとことばのテレビ会議

やり取りをする。

10第２段階 遠隔交流３ 次回の直接交流はみんなでお楽しみ集会をすることを知り， で情報交換した電子メール

(第４学年 り二人組の でお互いの共通点を聞き合ったりする。テレビ会議

と交流) 直接交流２ 集会活動の中で，クイズの答えやその理由について質問したり応じたりする。

11 遠隔交流４ 対話を通して人間関係を築く方法を身に付けるために， で相手の経験や気テレビ会議

持ち，考え方を聞き合うことに慣れる。

第３段階 遠隔交流５ ５年道徳の時間において， で多数の友だちの考えを知ったり で考電子掲示板 テレビ会議

(第５学年 えを出し合い論じ合ったりする。

と交流) 直接交流３ 様々な視点から考えを出し合い論じ合うことで，見方・考え方を広げる。

(3)交流活動の実際

ア 第１段階の指導の手だて

第１段階は，初めて会った人と

積極的にことばのやり取りをする

。 ，ことを目標とする そのためには

初対面の相手と向き合いかかわろ

うとする姿勢や態度を養うことが

重要であり，表６の技能を身に付けさせる必要がある。

そこで図１の流れで交流を行った。遠隔交流１では，まず自己紹介をして対面させることで，交流に

対する期待をもたせた。次の直接交流１では，応じ方の基本的な技能を身に付けさせるために，モデル

を示して相手の話の内容や表情，しぐさ，ことばの抑揚などに対応したことばの返し方を練習させた。

遠隔交流２では，｢私の宝物｣を題材とすることで，相手の話に応じるには，基本的な技能を使ってどの

ことばを返せばよいか考えさせた。

二つの遠隔交流において交流目的が達成されるには，直接会っ

て対話する場面と同じような環境が得られるようにするため，リ

アルタイムに双方向でやり取りができるテレビ会議を活用した。

その環境が実現できるように話し手と聞き手が一対一の形式で対

話活動を行い(資料１)，画面を見る児童の目線の先にカメラを配

置したりエコーバックが起こらないようにマイクとスピーカーの

位置を調節したりした。また画像や音声の品質を向上させるため

テレビ会議の接続実験を行い，回線の処理速度をテストしたり操

作性を検証したりして指導に活用できる水準であることを確認した。

イ 第２段階の指導の手だて

第２段階は，分からないところを聞き合うこと

を目標とする。そのためには，自分と相手との

違いに気付かせ，その違いを分かり合う態度を

養うことが重要であり，表７の技能を身に付け

させる必要がある。

表６ ことばのやり取りをする技能

分からないこと(5W１H)を訊ねる。①

詳しく知りたいことを訊ねる。②

大事だと思った点を確かめる。③

相づちを打つ。④

気持ちを表情や態度,言葉で表す。⑤

表７ 聞き合う技能

理由や根拠を訊ねる。⑥

相手や自分がことばにつまってもあわてず待つ。⑦

まとめたり，補足したりする。⑧

相手の考えを取り入れつつ，自分の考えを述べる。⑨

相手の話の内容と関係あることがあれば進んで話す。⑩

資料１ 一対一のテレビ会議

図１ 第１段階の交流の流れ




